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関西電力美浜原発

Ａ
Ｉ
時
代
の
電
力
消
費
に
備
え
る

三
菱
重
は
部
品
調
達
協
議

動
き
出
し
た
原
発
新
増
設

　

今
年
春
に
策
定
さ
れ
た
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
「
原
子

力
発
電
（
原
発
）
を
最
大
限
に
利
用
す
る
」
が
宣
言
さ
れ
て
以
降
、

具
体
的
な
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
へ
き
て
原
発
の
新
設

計
画
が
表
明
化
し
て
き
た
。
既
に
米
国
で
は
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発

の
再
稼
働
を
含
め
て
原
発
の
積
極
的
な
活
用
に
舵
を
切
っ
て
い
る
が
、

そ
の
最
大
の
要
因
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
口
知
能
）
普
及
に
よ
る
膨
大
な
電
力

消
費
だ
。
原
発
新
設
を
急
が
な
い
と
Ａ
Ｉ
時
代
に
日
本
が
世
界
か
ら

遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
う
。
改
め
て
関
連
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

  

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
策
定
以
降
で

新
設
に
関
し
て
い
ち
早

く
動
き
出
し
て
い
る
の

が
関
西
電
力

（
９
５
０
３
）
。

福
井
県
の
美
浜

原
発
の
敷
地
内

で
、
次
世
代
型

の
原
子
炉
へ
の

建
て
替
え
に
向

け
て
、
地
質
調

査
な
ど
を
再
開

す
る
こ
と
を
７

月
２
２
日
に
正

式
発
表
。
地
質

調
査
を
経
て
原

発
の
新
増
設
が

実
現
す

れ
ば
、

２
０
１

１
年
の
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
の
事
故
以
降

で
初
と
な
る
。

　

今
回
、
関
西
電
力
の

新
増
設
計
画
が
前
進
す

れ
ば
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
９
５
０

１
）
や
中
部
電
力
（
９

５
０
４
）
を
含
め
て
全

国
の
電
力
会
社
で
も
新

増
設
計
画
が
進
め
や
す

く
な
る
と
い
う
の
が
電

力
株
の
株
高
に
直
結
し

て
い
る
。

　

新
増
設
計
画
で
重
要

な
役
割
を
担
う
の
が
三

菱
重
工
業
（
７
０
１
１
）

だ
。
今
年
５
月
に
は
建

て
替
え
に
向
け
て
、
２

０
０
社
以
上
の
部
品
メ

ー
カ
ー
と
調
達
協
議
を

進
め
て
い
る
こ
と
が
報

じ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
に
対
応
で
き
る
新

型
原
子
炉
「
革
新
軽
水

炉
」
の
安
全
弁
な
ど
に

つ
い
て
約
１
５
０
品
目

で
調
達
可
能
と
判
断
し

て
い
る
。

　

原
発
で
世
界
的
に
も

高
い
技
術
を
誇
る
の
は

三
菱
重
工
の
ほ
か
日
揮

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
１
９
６
３
）
、
日
立
製

作
所
（
６
５
０
１
）
、
Ｉ

Ｈ
Ｉ
（
７
０
１
３
）
、
日

本
製
鋼
所
（
５
６
３
１
）
、

三
菱
電
機
（
６
５
０
３
）

で
、
こ
の
ほ
か
、
岡
野

バ
ル
ブ
製
造
（
６
４
９

２
）
や
木
村
化
工
機
（
６

３
７
８
）
、
助
川
電
気

工
業
（
７
７
１
１
）
な

ど
も
注
目
さ
れ
る
。
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８
月
第
１
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

グロースの修正高狙う

　

前
週
の
東
京
市
場
は
大
幅
に
続
伸
。
日
経
平

均
は
前
の
週
か
ら
１
５
５
７
円
上
昇
し
て
い

ま
す
。
３
連
休
明
け
の
１
２
日
早
々
か
ら
９
０

０
円
近
い
急
騰
で
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
に
続
い
て
日

経
平
均
も
最
高
値
を
更
新
、
翌
１
３
日
ま
で
前

の
週
か
ら
６
連
騰
と
な
り
、
一
気
に
４
万
３
０

０
０
円
台
ま

で
上
昇
し
て
い
ま
す
。
１

４
日
は
ベ
ッ

セ
ン
ト
米
財
務
長
官
発
言

を
受
け
ド
ル

円
が
円
高
に
振
れ
た
こ
と

か
ら
、
急
ピ

ッ
チ
の
上
昇
に
対
す
る
反

動
安
に
な
り

ま
し
た
が
、
週
末
１
５
日

は
前
日
の
下

げ
を
上
回
る
上
昇
と
な
り
、

再
び
最
高
値

を
更
新
し
ま
し
た
。

　

短
期
的
な
過
熱

感
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
企

業
業
績
か
ら
も
割

高
感
が
意
識
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
需
給
は
良

好
で
基
調
は
強
く
全
般
底

上
げ
は
続
き
そ
う

で
す
。
全
面
高
商
状
で
指

数
で
最
高
値
を
更

新
し
て
い
な
い
の
は
グ
ロ

ー
ス
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
週
明

け
は
チ
ェ
ッ
ク
し
た
好
決
算
銘

柄
の
な
か
か
ら
小
型
グ
ロ
ー
ス

株
の
修
正
高
を
狙
う
一
方
、

主
力
株
の
押
し
目
を
待
つ

考
え
で
す
。　
　

 

花
咲 

翁

金利低下で利ザヤ縮小懸念

大手金融株軒並み安

三菱ＵＦＪの
　 日足チャート

　

週
明
け

４
日
、
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・

グ
ル
ー
プ

（
８
３
０

６
）
や
三

井
住
友
フ

ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
グ
ル

ー
プ
（
８

３
１
６
）

を
大
手
金

融
株
が
軒

並
み
安
。
米
７
月
雇
用

統
計
の
悪
化
か
ら
９
月

に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
利
下
げ
に

踏
み
切
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
国
内
も
金
利
低

下
傾
向
で
利
ザ
ヤ
縮
小

懸
念
が
台
頭
し
た
。

 

任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
２
計
画
超

　

任
天
堂
（
７
９
７
４
）

が
朝
安
の
後
切
り
返
し

大
幅
反
発
。
前
週
末
取

引
終
了
後
に
発
表
し
た

２
６
年
３
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
決
算
は
、

売
上
高
５
７
２
３
億
６

３
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
２
・
３
倍
）
と
大

幅
増
収
で
着
地
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
負
担

で
営
業
益
は
微
増
益
な

が
ら
、
新
型
ゲ
ー
ム
機

「
Ｎ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ　

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
２
（
ニ

ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
・

ツ
ー
）
」
の
大
ヒ
ッ
ト
を

確
認
し
た
。
さ
ら
に
、「
ス

イ
ッ
チ
２
」
の
販
売
台

数
が
世
界
全
体
で
６
０

０
万
台
超
と
計
画
を
大

き
く
上
回
り
、
米
国
で

値
上
げ
す
る
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
こ
と
か
ら

業
績
上
振
れ
が
期
待
さ

れ
た
。

原油先Ｗブル急落

 

 

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｎ

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｓ 

ド
バ

イ
原
油
先
物 

ダ

ブ
ル
・
ブ
ル 

Ｅ

Ｔ
Ｎ
（
２
０
３
８
）

が
急
落
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
プ
ラ
ス
の
う
ち
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ロ

シ
ア
な
ど
８
カ
国
が
９

月
の
原
油
の
生
産
量
を

８
月
よ
り
１
日
当
た
り

５
４
万
７
０
０
０
バ
レ

ル
増
や
す
と
表
明
、
原

油
価
格
下
落
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

オ
ル
ガ
ノ
急
伸
し
最
高
値

　

５
日
、
オ
ル
ガ
ノ
（
６

３
６
８
）が
急
伸
、
最
高

値
を
更
新
し
た
。
２
６
年

３
月
期
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
、
連
結
営
業
利

益
で
３
１
５
億
円
か
ら

３
４
０
億
円
（
前
期
比

９
・
３
％
増
）
へ
上
方
修

正
し
た
。
台
湾
に
お
け
る

電
子
産
業
分
野
の
大
型

プ
ラ
ン
ト
案
件
の
受
注

時
期
が
前
倒
し
と
な
る

な
ど
、
主
に
海
外
の
電
子

産
業
分
野
の
大
型
プ
ラ

ン
ト
案
件
の
上
期
の
工

事
進
捗
が
期
初
の
想
定

を
上
回
っ
た
。

三
菱
重
1
Ｑ
25
％
増
益

　

三
菱
重
工
業
（
７
０
１

１
）が
上
場
来
高
値
を
更

新
し
た
。
２
６
年
３
月
期

第
１
四
半
期
の
連
結
決

算
は
、
売
上
高
１
兆
１
９

３
６
億
５
２
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
７
・
４
％

増
）
、
事
業
利
益
１
０
４

１
億
６
２
０
０
万
円
（
同

２
４
・
７
％
増
）と
増
収

大
幅
増
益
で
着
地
。
エ
ナ

ジ
ー
、
プ
ラ
ン
ト
・
イ
ン

フ
ラ
、
航
空
・
防
衛
・
宇

宙
の
３
セ
グ
メ
ン
ト
が

伸
び
収
益
を
牽
引
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
２
ケ
タ
減
益

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ヤ
フ
ー
（
４

６
８
９
）が
急
落
。
２
６

年
３
月
期
の
第
１
四
半

期
決
算
は
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
１
１
・

０
％
減
の
９
５
０
億
７

１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

前
年
同
期
に
子
会
社
の

支
配
喪
失
利
益(

非
現

金
取
引)

を
計
上
し
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

堀
田
丸
正
が
ス
ト
ッ
プ
高

 
 

　

6
日
、
堀
田
丸
正
（
８

１
０
５
）
が
連
続
ス
ト

ッ
プ
高
。
親
会
社
の
Ｒ

Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
グ
ル
ー
プ

（
２
９
２
８
）
が
株
式

の
３
０
％
を
Ｂ
ａ
ｋ
ｋ

ｔ
Ｏ
ｐ
ｃ
ｏ 

Ｈ
ｏ
ｌ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ 

に
譲
渡

す
る
と
発
表
し
た
。
Ｂ

ａ
ｋ
ｋ
ｔ
Ｏ
ｐ
ｃ
ｏ 

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
は

デ
ジ
タ
ル
資
産
の
売
買
、

管
理
、
決
済
、
報
酬
な

ど
に
関
連
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
か
ら
暗
号
資
産
関
連

と
の
評
価
が
高
ま
っ
た
。
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ダ
イ
ヘ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
高

第
１
四
半
期
３
・
５
倍
営
業
増
益

ダイヘンの日足チャート

 
 

 

　

６
日
、
ダ
イ
ヘ
ン
（
６

６
２
２
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
２
６
年
３
月
期
の

第
１
四
半
期
（
４
～
６

月
）
決
算
は
、
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

３
・
５
倍
の
３
１
億
６

３
０
０
万
円
と
な
っ
た

こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
投
資
や
受
変
電
設

備
の
更
新
需
要
が
増
加

し
た
。
併
せ
て
「
S
I

効
率
化
と
多
彩
な
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
創
出

を
実
現
す
る
共
創
基
盤

開
発
」
が
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
公

募
事
業
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
も
発
表
し
た
。

ソ
フ
ト
フ
ロ
ン
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｃ
事
業

　

ソ
フ
ト
フ
ロ
ン
ト
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
２

３
２
１
）
が
ス
ト
ッ
プ

高
。
「
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
事
業
」
に
お
け

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
の
開
始
を
発
表
し

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

開
設
に
関
す
る
建
設
工

事
と
周
辺
業
務
の
最
適

化
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
方
針
で
、
第

一
弾
と
し
て
大
阪
市
堺

区
エ
リ
ア
に
お
け
る
Ａ

Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

開
設
関
連
業
務
に
参
画

す
る
と
い
う
。

シスメックス下方修正
　

７
日
、
シ
ス

メ
ッ
ク
ス
（
６

８
６
９
）
が
急

反
落
。
同
社
は

６
日
の
取
引
終

了
後
、
２
６
年

３
月
期
の
業
績

予
想
の
修
正
を

発
表
、
第
２
四

半
期
累
計
（
４

～
９
月
）
連
結

売
上
高
で
２
５

２
５
億
円
か
ら

２
４
０
０
億
円

（
前
年
同
期
比

１
．
０
％
減
）
へ
、
営

業
利
益
で
４
４
５
億
円

か
ら
３
６
０
億
円
（
同

１
９
．
１
％
減
）
へ
下

方
修
正
し
た
。
日
本
地
域
、

中
国
地
域
で
の
売
上
高

が
当
初
想
定
よ
り
軟
調

に
推
移
す
る
。

エ
ム
ス
リ
ー
が
ス
ト
ッ
プ
高

　
　

エ
ム
ス
リ
ー
（
２
４

１
３
）
が
ス
ト
ッ
プ
高

ま
で
買
わ
れ
た
。
２
６

年
３
月
期
の
第
１
四
半

期
（
４
～
６
月
）
決
算

を
発
表
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
１
７
・

０
％
増
の
１
９
７
億
７

７
０
０
万
円
と
計
画
を

上
回
り
２
ケ
タ
超
の
増

益
に
な
り
、
通
期
計
画

の
７
０
０
億
円
に
対
し

て
も
順
調
な
進
捗
に
な

っ
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
製
薬
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
支
援
事
業
や
医
療

現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
支
援
な

ど
の
事
業
が
堅
調
に
推

移
し
た
。

https://marketpress.jp/
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８
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第
２
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 裁定買い残急増

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は続伸し、前
週のＴＯＰＩＸにつづき日経平均も
最高値を更新しました。決算発表が
ほぼ一巡しましたが、３期ぶりに減
益となる冴えない状況にも関わらず
株価は最高値に押し上げられました。
　これは需給面による上昇と考えら
れます。８月５日から１３日まで６
連騰で日経平均は約３０００円上昇
しましたが、８月ＳＱ値を一度も割
り込まず推移したことで、この間、
裁定買い残が６．１億株から８．１億株
へと２億株も急増し買いが買いを呼ぶ展
開へと発展しました。押し目らしい押し
目がなかっただけに乗り遅れた投資家が
居ても立っても居られず買い向かったと
思われます。
　しかし、テクニカル指標では過熱シグ
ナルが点灯しており要注意。ボリンジャ
ーバンドのプラス１σを割り込む場合は

スパッと降りれる投資家だけが
参加すべき状況です。

ソニーグループ急伸
ゲーム上振れ通期上方修正

ソニーＧの日足チャート

　

７
日
、

ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ

（
６
７
５

８
）
が
後

場
急
伸
。

同
社
は
こ

の
１
２
時

に
、
２
６

年
３
月
期

の
業
績
予

想
の
修
正

を
発
表
、

連
結
営
業

利
益
で
１

兆
２
８
０
０
億
円
か
ら

１
兆
３
３
０
０
億
円

（
前
期
比
４
・
２
％
増
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
ゲ

ー
ム
事
業
な
ど
が
上
振

れ
て
お
り
、
関
税
の
影

響
試
算
額
の
減
少
な
ど

も
に
織
り
込
ん
だ
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
大
幅
４
日
続
伸

１
Ｑ
税
引
前
利
益
３
・
１
倍

 
 

 
 

　

週
末
８
日
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
（
９

９
８
４
）
が
大
幅
に
４

日
続
伸
。
２
６
年
３
月

期
の
第
１
四
半
期
（
４

～
６
月
）
決
算
は
、
連

結
税
引
前
利
益
で
前
年

同
期
比
３
．
１
倍
の
６

８
９
９
億
４
１
０
０
万

円
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｖ
Ｆ

事
業
か
ら
の
投
資
利
益

６
６
０
２
億
円
を
計
上

し
て
い
る
。

中
外
薬
試
験
結
果
失
望

　

中
外
製
薬
（
４
５
１

９
）
が
大
幅
続
落
、
年

初
来
安
値
を
更
新
し
た
。

同
社
が
創
薬
し
米
イ
ー

ラ
イ
リ
リ
ー
が
開
発
・

販
売
の
権
利
を
持
つ
経

口
肥
満
治
療
薬
の
後
期

臨
床
試
験
結
果
へ
の
失

望
感
が
強
ま
っ
た
。
服

用
し
た
被
験
者
の
７
２

週
時
点
で
の
体
重
減
少

は
平
均
１
２
・
４
％
で
、

競
合
薬
の
減
少
率
に
及

ば
ず
、
副
作
用
に
よ
る

投
与
中
止
率
の
水
準
も

高
か
っ
た
と
い
う
。
米

国
株
市
場
で
イ
ー
ラ
イ

リ
リ
ー
株
は
１
４
％
超

の
急
落
と
な
っ
て
い
た
。

木
徳
神
糧
大
幅
上
方
修
正

　

木
徳
神
糧
（
２
７
０

０
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

同
社
は
７
日
の
取
引
終

了
後
、
２
５
年
１
２
月

期
の
業
績
予
想
の
修
正

を
発
表
、
連
結
売
上
高

で
１
６
５
０
億
円
か
ら

１
７
７
０
億
円
（
前
期

比
４
８
・
７
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
４
０
億
円

か
ら
７
７
億
円
（
同
３
・

２
倍
）
へ
大
幅
に
上
方

修
正
し
た
。
連
日
の
コ

メ
に
関
す
る
報
道
に
消

費
者
の
不
安
感
が
増
幅

し
た
こ
と
か
ら
、
家
庭

用
を
中
心
と
し
た
強
い

引
き
合
い
に
よ
り
販
売

が
想
定
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
推
移
し
た
。

ＧＥＮＯＶＡは最安値
　

連
休
明
け
１
２

日
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｖ

Ａ
（
９
３
４
１
）

が
大
幅
続
落
、
上

場
来
安
値
を
更
新

し
た
。
２
６
年
３

月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結
営
業

利
益
で
１
４
億
３
５
０

０
万
円
か
ら
１
３
億
６

０
０
０
万
円
（
前
期
比

３
２
・
８
％
減
）
へ
下

方
修
正
し
た
こ
と
が
嫌

気
さ
れ
た
。
東
京
地
方

裁
判
所
に
民
事
再
生
法

の
適
用
を
申
請
し
て
い

た
Ａ
Ｄ
Ⅰ.

Ｇ
（
石
川
県

金
沢
市
）
の
再
生
支
援

を
行
う
と
表
明
、
完
全

子
会
社
の
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ

が
Ａ
Ｄ
Ⅰ.
Ｇ
の
事
業

の
一
部
を
譲
り
受
け
た

が
、
付
随
す
る
資
産
と

負
債
が
現
時
点
で
は
未

確
定
の
た
め
、
の
れ
ん

と
そ
の
他
の
無
形
固
定

資
産
な
ど
の
金
額
を
保

守
的
に
見
積
も
っ
て
い

る
。

新
電
元
は
大
幅
反
発

　

新
電
元
工
業
（
６
８

４
４
）
が
大
幅
に
反
発

し
た
。
８
日
の
取
引
終

了
後
、
２
６
年
３
月
期

の
業
績
予
想
の
修
正
を

発
表
、
連
結
売
上
高
で

１
０
８
３
億
円
か
ら
１

１
０
０
億
円
（
前
期
比

３
・
９
％
増
）
へ
、
営

業
利
益
で
２
４
億
円
か

ら
３
３
億
円
（
同
２
５
・

８
倍
）
へ
大
幅
に
上
方

修
正
し
た
こ
と
が
材
料

視
さ
れ
た
。
パ
ワ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
事
業
で
は
、
主

力
の
二
輪
向
け
製
品
が

ア
セ
ア
ン
を
中
心
に
底

堅
く
推
移
し
た
こ
と
に

加
え
、
為
替
相
場
が
想

定
に
対
し
円
安
傾
向
で

進
捗
し
て
い
る
。
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Ｔ Ｏ Ａ 荒川化学工業

第1四半期増収黒字浮上
国内収益改善し海外は買収効果

１Ｑ増収営業増益で着地
光硬化樹脂大きく伸び全社収益牽引

　ＴＯＡ（６８０９）の２６年３月期第１四半
期の連結決算は、売上高１１１億７９００万
円（前の期比１．８％増）、営業利益３億６３
００万円（前年同期９１００万円の赤字）、最
終利益２０００万円（同１億１２００万円の
赤字）と増収で黒字に浮上した。
　国内は道路や鉄道など交通向けは伸び悩ん
だものの、オフィスや商業施設向けが伸び収
益性が改善。海外ではオランダＰＡＸ社買収
効果に加え、カナダで教育市場や鉄道施設向
けが伸び、収益を牽引した。
　通期は売上高５４５億円（前期比７．７％増）、
営業利益４５億円（同２５．４％増）、最終利
益２７億５０００万円（同１６．３％増）と
期初計画を据え置いた。年間配当は４２円（前
期４０円）へ増配を計画。

　荒川化学工業（４９６８）の２６年３月期
第１四半期の連結決算は、売上高１９８億９
９００万円（前年同期比３．３％増）、営業利
益６億８１００万円（同９．６％増）で着地した。
　スマートフォンやディスプレイ関連の需要
回復を背景に機能性コーティング材料用の光
硬化型樹脂が大きく伸び全社収益を牽引、半
導体関連先端材料のファインケミカル製品や
や電子材料用配合製品の販売も伸び、水素化
石油樹脂については千葉アルコンの稼働率が
改善、粘接着・バイオマス事業の赤字が大幅
に縮小した。
　通期は売上高８５０億円（前期比５．９％増）、
営業利益２８億円（同２．６倍）と期初予想
を据え置いた。年間配当は５０円（前の期４
９円）を計画。

上
方
修
正
で
配
当
引
上
げ

サ
ン
リ
オ
が
急
反
発

サンリオ日足チャート

 
 

 

　

１
２
日
、
サ
ン
リ
オ

（
８
１
３
６
）
が
急
反

発
に
転
じ
た
。
８
日
の

取
引
終
了
後
、
２
６
年

３
月
期
の
業
績
予
想
の

修
正
を
発
表
、
連
結
売

上
高
で
１
６
２
２
億
円

か
ら
１
６
８
８
億
円

（
前
期
比
１
６
・
５
％

増
）
へ
、
営
業
利
益
で

６
０
０
億
円
か
ら
６
７

３
億
円
（
同
２
９
・
９

％
増
）
へ
上
方
修
正
、

年
間
配
当
で
５
４
円
か

ら
６
０
円
（
前
期
５
３

円
）
へ
引
き
上
げ
た
こ

と
が
材
料
視
さ
れ
た
。

国
内
の
店
舗
・
テ
ー
マ

パ
ー
ク
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
の
サ
ン
リ
オ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
人
気
の
高
ま

り
や
様
々
な
施
策
が
奏

功
し
、
外
国
人
観
光
客

や
国
内
客
が
増
加
し
収

益
を
押
し
上
げ
た
。

マイクロニクス下方修正

 
 

 
 

　

１
３
日
、
日

本
マ
イ
ク
ロ
ニ

ク
ス
（
６
８
７

１
）
が
大
幅
反

落
。
２
５
年
１

２
月
期
第
３
四

半
期
累
計
の
連

結
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
営
業

利
益
を
１
２
４

億
円
か
ら
１
１

１
億
円
（
前
期

比
２
８
・
４
％

増
）
に
下
方
修

正
し
た
こ
と
が

嫌
気
さ
れ
た
。

メ
モ
リ
ー
向
け
プ
ロ
ー

ブ
カ
ー
ド
の
既
存
工
場

の
一
部
設
備
に
不
具
合

が
生
じ
、
製
品
出
荷
の

遅
延
に
よ
り
一
部
影
響

を
受
け
た
と
し
て
い
る
。

エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ズ
黒
字
浮
上

　
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ

（
４
２
５
９
）
が
ス
ト
ッ

プ
高
。
２
６
年
３
月
期

第
１
四
半
期
連
結
決
算

で
、
営
業
損
益
が
１
億

４
４
０
０
万
円
の
黒
字

（
前
年
同
期
２
億
８
９
０

０
万
円
の
赤
字
）
に
浮

上
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
が

好
調
で
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ダ
ク

ト
が
前
年
同
期
比
約
２

倍
の
ペ
ー
ス
で
成
長
、

収
支
が
急
改
善
し
た
。

通
期
予
想
は
１
０
億
円

の
黒
字
（
前
期
２
３
０

０
万
円
の
黒
字
）
と
前

回
予
想
を
据
え
置
い
た
。

公
開
価
格
の
２
倍

ア
ク
セ
ル
ス
ペ
ス
の
初
値

 
 

 
 

 

　

ア
ク
セ
ル
ス
ペ
ー
ス

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
４
０
２
Ａ
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
３
７

５
円
の
２
・
０
倍
と
な

る
７
５
１
円
で
初
値
が

生
ま
れ
た
。
小
型
衛
星

の
設
計
・
製
造
・
打

上
・
運
用
サ
ー
ビ
ス
と

光
学
衛
星
画
像
の
販
売
、

衛
星
画
像
を
用
い
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
う
。
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大和ハウス工業

第1四半期は前年並み確保
通期予想据置きも期末配当引き上げ

日本トリム

第１四半期９％増収で着地
６月整水器受注台数数過去最高

　日本トリム（６７８８）の２６年３月期の
第１四半期（４～６月）は連結売上高５９億
４９００万円（前年同期比９．０％増）、営業
利益５億７６００万円（同２５．４％減）、純
利益４億１０００万円（同２９．４％減）と
なった。整水器販売では職域販売部門で注力
しているスポーツ分野や美容分野での販路開
拓が進んでおり、６月の受注台数では月間で
の過去最高を更新している。一方、更なる業
容拡大に向けた人的投資やインドネシアのボ
トルウォーター事業における広告費用増が利
益を圧迫しており、前期計上した投資有価証
券売却益の反動も減益に繋がっている。通期
は連結売上高２５０億円（前期比１１．３％増）、
営業利益３５億４０００万円（同７．７％増）、
純利益で２３億円（同２．６％増）を据え置いた。

　大和ハウス工業（１９２５）の２６年３月
期第１四半期の連結決算は、売上高１兆２９
２１億４４００万円（前年同期比０．４％増）、
営業利益１１８１億１６００万円（同３．１
％減）で着地した。
　商業施設は物件売却の減少で伸び悩んだが、
事業施設は大型物流施設の竣工などで底堅く
推移、マンションは増収ながら減益になったが、
賃貸住宅が省エネ・創エネ対応のＺＥＨ―Ｍ
物件や高品質賃貸住宅「Ｄ―ＲＯＯＭ」の取
り扱い強化で収益を改善し、全社として前年
同期並みを確保した。
　通期は売上高５兆６０００億円（前期比３．
０％増）、営業利益４７００億円（同１４．０
％減）と期初予想を据え置いたが、期末配当
を９０円から９５円に引き上げた。

上方修正で最高業績見込む

アシックスは最高値アシックスの日足チャート

 
 

 

　

１
３
日
、

ア
シ
ッ
ク

ス
（
７
９

３
６
）
が

大
幅
高
で

実
質
最
高

値
を
更
新

し
た
。
２

５
年
１
２

月
期
の
連

結
業
績
予

想
に
つ
い

て
、
売
上

高
を
７
８

０
０
億
円

か
ら
８
０
０
０
億
円

（
前
期
比
１
７
・
９
％

増
）
、
営
業
利
益
を
１

２
０
０
億
円
か
ら
１
３

６
０
億
円
（
同
３
５
・

８
％
増
）
へ
上
方
修
正
、

期
末
配
当
を
１
４
円
か

ら
１
６
円
へ
引
き
上
げ

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ラ
ン

ニ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
ス

タ
イ
ル
や
オ
ニ
ツ
カ
タ

イ
ガ
ー
が
国
内
と
北
米
、

欧
州
で
好
調
に
推
移
、

売
上
高
、
利
益
と
も
過

去
最
高
を
更
新
す
る
。

セ
グ
エ
営
業
益
2.1
倍
へ
増
額

 
 

 
 

　

１
４
日
、
セ
グ
エ
グ

ル
ー
プ
（
３
９
６
８
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
５

年
１
２
月
期
予
想
を
連

結
売
上
高
で
２
２
５
億

円
か
ら
２
４
８
億
円

（
前
期
比
３
２
・
５
％

増
）
へ
、
営
業
利
益
で

１
２
億
６
０
０
０
万
円

か
ら
１
５
億
１
２
０
０

万
円
（
同
２
・
１
倍
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
政

府
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ

ン
ト
政
策
の
も
と
、
中

央
省
庁
や
地
方
自
治
体

に
よ
る
Ｉ
Ｔ
投
資
が
着

実
に
増
加
し
て
お
り
、

中
央
省
庁
向
け
超
大
型

案
件
を
含
め
受
注
が
順

調
に
進
捗
し
て
い
る
。

パ
リ
ミ
キ
Ｈ
Ｄ
未
達
懸
念

　
パ
リ
ミ
キ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
７
４
５
５
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。
２
６

年
３
月
期
第
１
四
半
期

の
連
結
決
算
は
、
営
業

利
益
３
億
１
２
０
０
万

円
（
前
年
同
期
比
２
３
・

８
％
減
）
と
大
幅
減
益

で
着
地
し
た
こ
と
で
、

通
期
計
画
の
未
達
成
が

懸
念
さ
れ
た
。
国
内
販

売
が
不
振
で
、
中
国
を

中
心
に
海
外
事
業
も
赤

字
幅
が
拡
大
。
サ
ン
グ

ラ
ス
需
要
拡
大
観
測
か

ら
急
騰
し
て
い
た
反
動

で
、
失
望
売
り
が
殺
到

し
た
。

弁
護
士
プ
ラ
イ
ム
上
場
申
請

 
 

 
 

 

　

弁
護
士
ド
ッ
ト
コ
ム

（
６
０
２
７
）
が
大
幅

続
伸
。
１
３
日
の
取
引

終
了
後
、
東
証
プ
ラ
イ

ム
市
場
へ
の
上
場
申
請

を
行
っ
た
と
発
表
し
た

こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

同
時
に
発
表
し
た
２
６

年
３
月
期
の
第
１
四
半

期
累
計
（
４
～
６
月
）

決
算
は
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
８

０
・
９
％
増
の
５
億
１

０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
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ステムセル研究所

粗利拡大で営業最高利益
第１四半期減収ながら収益性改善

新田ゼラチン

初の売上高７億円台乗せ
１Ｑさい帯由来製造サービス拡大

　新田ゼラチン（４９７７）の２６年３月期
の第１四半期（４～６月）は連結売上高９１
億３７００万円（前年同期比１１．９％減）、
営業利益１２億５３００万円（同２１．３％増）、
純利益６億２５００万円（同１．４％増）と
なった。日本ではソフトカプセル用、ハード
カプセル用に加え、総菜や製菓・調理用など
食品用途が堅調ながら、写真向けや北米での
販売減少を主因としてゼラチン販売が減少、
為替の円高影響も加わり減収となったものの、
収益性が前期に比べ更に改善したことが売上
総利益と営業利益拡大に貢献し、営業利益と
しては四半期として最高益を達成している。
　通期は売上高４００億円（前期比３．２％増）、
営業利益４０億円（同１．８％増）、純利益２
１億円（同３３．５％減）の従来予想を継続。

　ステムセル研究所（７０９６）の２６年３
月期第１四半期の単体決算は、売上高７億（前
年同期比３．３％増）、営業利益６５００万円
（同４７．２％減）、最終利益４３００万円（同
７５．８％増）だった。さい帯由来「ファミ
リー上清」製造サービス拡大による申込数、
投与数の増加により、４半期売上高として初
の７億円大台に乗せた。ただ、東南アジア事
業立ち上げの初期投資や管理本部体制強化、
マーケティング再構築に伴うコスト負担が収
益を圧迫、前年同期に株式売却特別利益を計
上していたことから大幅な減益になった。
　通期は売上高３０億円（前期比１２．０％増）、
営業利益４億５０００万円（同７．５％増）、
最終利益３億２０００万円（同１７．１％減）
と期初予想を据え置いた。
　

７
割
増
収
で
経
常
黒
字
浮
上

Ｆ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
ス
ト
ッ
プ
高

ＦＦＲＩの日足チャート

 
 

 

　

１
４
日
、
Ｆ
Ｆ
Ｒ
Ｉ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
３
６

９
２
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
６
年
３
月
期
第
１
四

半
期
の
連
結
決
算
は
、

売
上
高
８
億
９
６
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
７

０
・
４
％
増
）
、
経
常

利
益
２
億
６
０
０
０
万

円
（
前
年
同
期
３
０
０

万
円
の
損
失
）
と
大
幅

増
収
で
黒
字
に
浮
上
し

た
。
長
期
案
件
の
獲
得

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
サ

ー
ビ
ス
の
稼
働
が
上
昇
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
の

販
売
も
増
え
、
人
員
数

増
大
に
よ
る
経
費
負
担

を
増
収
効
果
で
吸
収
し

て
収
支
が
急
改
善
し
た
。

コンヴァノは大幅増額

 
 

 
 

　

週
末
１
５
日
、

コ
ン
ヴ
ァ
ノ

（
６
５
７
４
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
６
年
３
月
期

の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結

売
上
収
益
で
７

１
億
６
０
０
０

万
円
か
ら
８
４

億
６
０
０
０
万

円
（
前
期
比

２
・
６
倍
）
へ
、

営
業
利
益
で
１

５
億
２
０
０
０

万
円
か
ら
３
０
億
３
５

０
０
万
円
（
同
２
２
・

５
倍
）
へ
大
幅
に
上
方

修
正
し
た
。
事
業
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
質
的
転

換
が
進
展
し
、
高
付
加

価
値
・
高
マ
ー
ジ
ン
事

業
の
比
重
が
想
定
以
上

に
高
ま
っ
た
。

電
通
Ｇ
赤
字
転
落
配
当
未
定

　
電
通
グ
ル
ー
プ
（
４

３
２
４
）
が
大
幅
続
落
。

２
５
年
１
２
月
期
第
２

半
期
累
計
の
連
結
決
算

は
、
最
終
損
益
７
３
６

億
４
７
０
０
万
円
の
赤

字(

前
年
同
期
５
５
億

６
４
０
０
万
円
の
黒
字

)

に
転
落
、
通
期
予
想

を
１
０
０
億
円
の
黒
字

か
ら
７
５
４
億
円
の
赤

字(

前
期
１
９
２
１
億

７
２
０
０
万
円
の
赤
字

)

に
下
方
修
正
し
た
。

海
外
事
業
が
厳
し
く
米

州
と
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ
地
域
の

の
れ
ん
の
減
損
損
失
を

計
上
し
た
こ
と
が
響

く
。
１
３
９
円
５
０
銭

を
計
画
し
て
い
た
年
間

配
当
を
未
定
に
し
た
。

京
都
き
も
の
友
禅
連
続
Ｓ
高

 
 

 
 

 

　

京
都
き
も
の
友
禅
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
７

６
１
５
）
が
２
日
連
続

で
ス
ト
ッ
プ
高
。
２
６

年
３
月
期
の
第
１
四
半

期
累
計
決
算
は
、
連
結

営
業
利
益
で
１
億
６
０

０
万
円
（
前
年
同
期
３

億
１
６
０
０
万
円
の
赤

字
）
と
な
っ
た
こ
と
が

引
き
続
き
好
感
さ
れ
た
。

既
存
顧
客
へ
の
接
点
強

化
や
収
益
管
理
、
新
規

顧
客
獲
得
施
策
が
成
果

を
あ
げ
て
て
い
る
。
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大幅上方修正で営業益８倍
半導体装置ポンプ想定上回る受注

新コスモス電機

第１四半期は２１％営業増益
家庭用、工業用とも好調に推移

三相電機

第１四半期は営業益５．８倍
大型案件受託やＥＣ販売が堅調

ナカバヤシ

２６年６月期増収増益予想
信頼性評価、微細加工の拡大続く

クオルテック

　新コスモス電機（６８２４）の２６年３月
期の第１四半期（４～６月）は連結売上高１
０９億８５００万円（前年同期比１６．３％
増）、営業利益１５億９６００万円（同２１．
２％増）、純利益９億５５００万円（同１９．
３％増）となった。
　家庭用ガス警報器関連では北米向けの電池
式メタン警報器と警報器用ガスセンサが引き
続き好調に推移。工業用定置式ガス検知警報
器関連では電力業界向けや化学業界向けガス
検知警報器やメンテナンスサービスは好調に
推移したものの、半導体業界向けガス検知警
報器が低調に推移した。
　通期は売上高４８０億円（前期比１３．９
％増）、営業利益５６億円（同８．６％増）、
純利益３４億５０００万円（同２．２％増）
の従来予想を据え置いた。

　クオルテック（９１６５）の２５年６月期
の単体決算は、売上高４０億２５００万円（前
年同期比１１．１％増）、営業利益３億８４０
０万円（同０．９％増）で着地した。
　主要ユーザーの車載業界ではパワー半導体
の高効率化、小型化、低コスト化への取組み
が活発化するなど電動化に向けた動きが加速
しており、主力の信頼性評価が 2ケタ超の伸
びとなった。次世代半導体を中心とした研究
開発など販管費・研究開発費増をカバーして
営業増益を確保した。
　２６年６月期は売上高４４億円（前期比９．
３％増）、営業利益４億５００万円（同５．４％
増）と増収増益を予想した。信頼性評価と微
細加工事業が拡大、増収効果で研究開発費負
担を吸収し営業増益を見込み、期末一括配当
３７円を据置いた。

　三相電機（６５１８）は２６年３月期通期
の連結業績予想をについて、売上高を１６５
億円から１６４億円（前期比２．３％増）へ
小幅に下方修正したが、営業利益を１億２０
００万円から５億５０００万円（同８．０倍）、
最終利益を１億１０００万円から３億７００
０万円（同３．１倍）へ大幅に上方修正した。
売上高は概ね計画どおりながら、半導体製造
装置用ポンプの一部製品で想定を上回る受注
があり、機種構成の変動により収益性が急改善、
利益が計画を大きく
上振れる。
　第１四半期の連結決算は、売上高３９億７
１００万円（前年同期比９．９％増）、営業利
益２億１００万円（前年同期６６００万円の
赤字）、最終利益１億６０００万円（同５４０
０万円の赤字）と増収で黒字に浮上した。

　ナカバヤシ（７９８７）の２６年３月期第
１四半期の連結決算は、売上高１４２億３５
００万円（前年同期１．０％増）、営業利益５
億５５００万円（前同５．８倍）と増収で利
益が大幅に拡大した。
　ビジネスプロセスソリューションは入札競
争の激化により受注金額が減少したが、大型
案件や安定的な新規案件の受託でカバー、採
算性重視の案件選別とシステム開発の内製化
により増収増益を確保した。コンシューマー
コミュニケーションはＥＣでの製品販売が堅
調に推移、サイト運営効率化で収益性が向上
しており、自社製品の販売も拡大している。
　通期は売上高６３５億円（前期比１，２％
増）、営業利益２５億４０００万円（同４２．
１％増）と５期ぶりに過去最高益を更新する
見込み。年間配当は２２円を継続。
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１Ｑは３．２％増収を確保
新造船やデジタル投資需要取り込む

英　和

第３四半期は２．７％増収
家庭用海苔やふりかけなど伸びる

大 森 屋

２Ｑは５割営業増益達成
「ｉＢｏｗ」の新規顧客獲得が順調

ＤｍＭｉＸ

第２四半期２１％営業増益
受注増・単価上昇で増益幅拡大

ｅＷｅＬＬ

　大森屋（２９１７）の２５年９月期の第３
四半期累計（１０月～６月）決算は、連結売
上高で１２５億５１００万円（前期比２．７
％増）、営業損益で６７００万円の赤字（前
年同期３億４２００万円の赤字）、最終損益
で純利益で５９００万円の赤字（同２億３５
００万円の黒字）となった。
　家庭用海苔では前年同期比で９．２％増収、
ふりかけなどについては同０．４％増収とな
り、進物品と業務用の減少をカバーしたが、
原料海苔の収獲量は前年より増加するものの
仕入価格は上昇し、電力料や燃料費、物流費
も高騰したことから製造コストが増加した。
　通期は売上高１６８億５０００万円（前期
比３．３％増）、営業利益６５００万円（同７５．
９％減）、純利益１０００万円（同９４．４
％減）の従来予想を据え置いた。

　ダイレクトマーケティングミックス（７３
５４）の２５年１２月期の第２四半期累計（１
～６月）決算は、連結売上収益で１１６億４
１００万円（前年同期比８．７％増）、営業利
益１２億７８００万円（同２０．９％増）、中
間利益７億９４００万円（同３９．９％増）
となった。
　マーケティング事業では通信インフラセク
ターからのアウトバウンド及びハイブリッド
分野における業務受託が堅調に推移したほか、
新規デジタルサービスの社会実装を担うＤＸ
フルフィルメント領域の開拓も進んでおり、
受注増・単価上昇で増益幅が拡大した。
　通期は売上収益で２２０億円（前期比５．
０％増）、営業利益１８億円（同２５．５％増）、
純利益１１億円（同３１．８％増）の従来予
想を据え置いた。

　英和（９８５７）の２６年３月期の第１四
半期（４～６月）は連結売上高９５億６５０
０万円（前年同期比３．２％増）、営業利益４
億２３００万円（同１４．４％減）、純利益２
億９６００万円（同１５．３％減）となった。
　社会インフラ分野で活用される特殊車両や
各種機器の受注が堅調に推移。販売面では、
電力業界向けが減少したものの、環境配慮型
船舶の建造や新造船の建造需要に絡む販売が
増加。加えて、化学業界、鉄鋼業界では、定
期修理に伴う設備投資需要の他、生産性向上
や技能継承を目的としたデジタル投資需要を
取込んだことにより販売が堅調に推移。
　ただ、社員の能力開発やエンゲージメント
向上を目的とした人材投資の強化に伴い、販
売費と一般管理費の増加が利益を圧迫してい
る。

　ｅＷｅＬＬ（５０３８）の２５年１２月期の
第２四半期累計（１～６月）決算は、売上高
で１６億３００万円（前年同期比３３．０％
増）、営業利益で７億８８００万円（同４９．
２％増）と大幅な増収増益となった。
　２０２４年に提供を開始した訪問看護業務
の効率化に貢献する「ＡＩ訪問看護計画・報
告」に続くＡＩを活用した新サービス「ＡＩ
訪問予定・ルート」の開発を推進するとともに、
地域包括ケアプラットフォームである「けあ
ログっと」の機能拡充など、マルチプロダク
ト戦略を推進。この結果、主力サービス「ｉ
Ｂｏｗ」の新規顧客獲得が順調に推移してい
る。
　通期は売上高３３億４９００万円（前期比
３０．３％増）、営業利益１４億９４００万円
（同３１．６％増）と従来予想を据え置いた。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。              

欧米株に比べまだ割安
米景気変調で逆回転リスクに注意

米
利
下
げ
、
日
利
上
げ
を
示
唆

コンコルディアの日足チャート

　８月１３
日、ベッセ
ント米財務
長官は、政
策金利は
「１．５～１．
７５％低い

水準にあるべきだ」と述べた。９月に０．５％
の利下げを始めてから、利下げを続けるサイク
ルに入る可能性があると指摘した。９月の米連
邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）での利下げ確率
は１３日時点で１００％まで上昇した。
　ベッセント氏の発言を好感し米ダウ工業株３
０種平均は４万４９２２ドル２７セントで終え、
昨年１２月に付けた最高値（４万５０１４ドル）
まであと９０ドルあまりとなった。ハイテク株
比率が高いナスダック総合株価指数と多くの機
関投資家が運用指標とするＳ＆Ｐ５００種株価
指数は共に２日連続で最高値を更新した。
　８月１３日、日経平均株価は取引時間中に初
めて４万３０００円台を突破。取引時間中の過
去最高値となる４万３４５１円４６銭をつけた。
終値は４万３２７４円６７銭で、史上最高値を
更新した。ＴＯＰＩＸも３０９１．９１で取引
を終え、４営業日連続で過去最高値を更新した。
米国との関税交渉が進展し、企業業績への影響
が見通しやすくなったとして、投資家は再びリ

スク資産を
購入してい
る。
　米国の利
下げ期待と
金融緩和な
どで世界的
に膨らんだ
マネーが株
式市場に流
れている。
日本企業は
２０２６年
３月期、６
年ぶりに減
益になる見
通しだ。将
来の業績回
復まで見込
んだ買いは、米景気変調などで逆回転す
るリスクも考えられる。
　ベッセント米財務長官は米ＦＲＢに利
下げを、日本の日銀には利上げの必要性
を示唆した。ベッセント氏は、日本銀行
の植田総裁と会談したと説明した上で
「これは彼ではなく私の意見だが、彼ら
は後手に回っている。利上げをしてイン
フレの問題をコントロールする必要があ
る」と主張した。このコメントを受けて
外為市場では円高が進み、１４日の日経
平均は６００円以上下落し、４万３００
０円の大台を割れた。日経平均は６日間
で３６００円も上昇しており、相当過熱
感が高まっていた。
　海外投資家は７月第４週まで１７週連
続で現物株を買い越したが、日本株は欧
米株に比べてまだ割安という意識が強い。
　潮流銘柄はコンコルディア・フィナン
シャルグループ（７１８６）、太陽ホー
ルディングス（４６２６）、アーバネッ
トコーポレーション（３２４２）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ＴＯＰＩＸの日足チャート

死角は日銀が保有
　　するETFの出口戦略

過
去
最
大
の
自
社
株
買
い
が
支
え

売
っ
て
強
さ
を
知
る
！

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
５
５
７
円
高
と
２
週
連
続
で

大
幅
上
昇
し
週
足
陽
線
と
な
っ
た
。

米
国
と
の
関
税
問
題
が
完
全
解
決
、

さ
ら
に
米
国
市
場
の
高
値
更
新
も

好
感
し
、
新
高
値
街
道
を
ば
く
進

中
で
あ
る
。

　

木
曜
日
に
は
高
値
圏
を
警
戒
す

る
売
り
で
約
６
０
０
円
ほ
ど

下
が
っ
た
が
、
金
曜
日
に
は

約
７
０
０
円
高
と
下
げ
を
埋

め
る
状
況
と
な
り
、
相
場
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
展

開
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
売
っ
て

強
さ
を
知
る
」
で
あ
る
。

　

日
経
平
均
も
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
も
過

去
新
高
値
を
更
新
し
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
は
市
場
関
係
者
も
未
知
の

世
界
に
入
っ
て
き
た
。
通
常
、
高

値
圏
で
は
売
り
需
要
が
多
く
な
る

が
、
今
回
は
売
り
注
文
は
少
な
い

よ
う
だ
。

　

こ
れ
は
大
量
の
自
社
株
買
い
が

行
わ
れ
、
需
給
関
係
が
大
き
く
改

善
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
。
今
年
も
過
去
最
大
の
約
２

０
兆
円
越
の
自
社
株
買
い
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自

社
株
買
い
が
相
場
の
下

値
を
支
え
て
る
と
い
え

よ
う
。

　

ま
た
、
米
国
で
は
ト
ラ

ン
プ
関
税
発
動
後
も
イ
ン

フ
レ
が
抑
止
さ
れ
て
お
り
、

９
月
の
米
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
利

下
げ
が
確
実
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
米
国
株
の
一
段

高
期
待
が
日
本
株
買
い
に

繋
が
っ
て
い
よ
う
。

　

短
期
的
に
は
「
死
角
な

し
」
の
状
況
だ
が
、
上
昇
す
る
と

話
題
に
な
る
の
が
日
銀
が
保
有
す

る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
出
口
戦
略
で
あ
る
。

簿
価
が
約
３
７
兆
円
で
含
み
も
こ

の
上
昇
で
同
額
程
度
ま
で
膨
ら
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

財
務
省
か
ら
も
こ
の
資
金
を
使

い
た
い
と
の
思
惑
か
ら
売
却
の
道

筋
を
検
討
し
よ
う
と
い
う
話
が
出

始
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
よ
く
検

討
し
て
発
表
し
な
い
と
日
本
株
暴

落
に
繋
が
る
懸
念
が
残
る
。

　

ま
た
、
保
有
株
は
含
み
益
を
抱

え
て
い
る
が
、
大
量
に
保
有
す
る

国
債
は
金
利
の

上
昇
で
約
１
０

兆
円
超
の
含
み

損
を
抱
え
て
い

る
。
今
後
も
金

利
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
我
が

国
に
お
い
て
、

国
債
の
含
み
損

は
増
加
す
る
こ

と
は
必
至
で
あ

る
。

　

現
在
は
Ｅ
Ｔ

Ｆ
の
含
み
益
と
国
債
の
評
価
損
を

差
し
引
い
て
も
プ
ラ
ス
の
為
、
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

国
債
の
評
価
損
だ
け
残
る
こ
と
に

な
る
と
日
銀
に
よ
る
通
貨
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
し
に
く
く
な
る
の
は
必

至
で
あ
る
。
い
ず
れ
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、

変
な
形
で
リ
ー
ク
さ
れ
な
い
よ
う

情
報
管
理
も
徹
底
し
て
も
ら
い
た

い
。

　

今
週
も
堅
調
な
相
場
展
開
を
想

定
す
る
。
８
月
に
入
り
約
３
０
０

０
円
上
昇
し
て
い
る
の
で
短
期
調

整
が
い
つ
入
っ
て
も
お
か
し
く
は

な
い
。
５
日
移
動
平
均
線
（
４
万

３
０
９
０
円
処
）
を
引
け
で
割
っ

て
く
る
と
短
期
的
に
調
整
局
面
と

な
ろ
う
。

　

今
週
の
レ
ン
ジ
は
４
万
２
５
０

０
円
～
４
万
３
７
０
０
円
を
想
定

す
る
。　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、、

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

グロース250指数
　の日足チャート

アナリストレポに関心移る

健全な調整は必要

　

８
月
第
３
週

の
東
京
市
場
は

日
経
平
均
で
１

３
日
ま
で
で
６

連
騰
と
な
り
、

４
万
３
０
０
０

円
を
突
破
し
史

上
最
高
値
を
連

日
更
新
す
る
動

き
に
な
っ
た
が
、

１
４
日
に
は
ベ

ッ
セ
ン
ト
財
務

長
官
が
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
日
本
は
イ
ン
フ
レ
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
日
銀
は
後
手
に
回

っ
て
い
る
」
と
し
て
、
今
後
利

上
げ
に
踏
み
切

る
と
予
想
し
た

こ
と
を
受
け
て

１
ド
ル
１
４
６

円
台
ま
で
円
高

と
な
り
、
こ
こ

ま
で
の
急
ピ
ッ

チ
な
上
昇
か
ら

利
益
確
定
売
り

の
動
き
で
急
反

落
す
る
動
き
に

な
っ
た
。

　

ベ
ッ
セ
ン
ト

財
務
長
官
は
そ
の
後
、
こ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
を
訂
正

す
る
発
言
を
行
っ
た
模
様
で
、

こ
れ
に
加
え
て
市
場
予
想
を

上
回
る
米
物
価
指
標
か
ら
９

月
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
の
利
下
げ
観

測
が
や
や
後
退
。
こ
れ
に
よ
り

円
安
方
向
に
動
い
た
こ
と
で
週

末
の
１
５
日
は
反
発
に
転
じ
て

い
る
。
ベ
ッ
セ
ン
ト
財
務
長
官

の
発
言
が
過
熱
感
を
冷
ま
す
格

好
の
材
料
に
な
っ
た
も
の
の
、

週
末
の
動
き
を
見
る
限
り
日
本

株
の
基
調
は
強
い
と
判
断
で
き

そ
う
だ
。
日
本
の
４
～
６
月
期

の
実
質
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

速
報
値
が
前
期
比
年
率
１
・
０

％
増
と
市
場
予
想
を
上
回
っ
た

こ
と
も
下
支
え
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
基
調
か
ら
多
く
の
投
資
家

が
盆
休
み
明
け
と
な
る
１
８
日

以
降
は
売

買
が
盛
り

上
が
る
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。

　

今
週
は
米
国
で
は
２
０
日
に

７
月
２
９
・
３
０
日
開
催
の
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
議
事
の
発
表
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
９
月
の
利
下
げ
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
に
な
り
、

２
１
日
の
米
８
月
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
連
銀
製
造
業
景
況
感
指

数
も
注
目
さ
れ
る
。
一
方
、
国

内
は
決
算
発
表
が
一
巡
し
、
今

後
は
ア
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
業
績

修
正
や
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
変
更

で
動
き
が
で
る
銘
柄
が
で
て
き

そ
う
だ
。

　

輸
出
系
筆
頭
に
あ
る
程
度
は

健
全
な
調
整
が
必
要
で
、
幕
あ

い
繋
ぎ
的
に
新

興
銘
柄
を
含
め

て
中
小
型
に
動

き
が
あ
る
か
注

視
し
た
い
。

当面のスケジュール

 

・18日 6月第三次産業活動指数
・19日 米7月住宅着工件数
・20日 7月貿易統計、6月機械受注
　　　 7月訪日外客数
　　　 中国ローンプライムレート
　　　 7月29・30日開催のＦＯＭＣ議事録
・21日 8月Ｓ＆Ｐグローバル日本製造業Ｐ
　　　 ＭＩ
　　　 米8月フィラデルフィア連銀製造業
　　　 景況感指数
　　　 米7月中古住宅販売件数
　　　 米カンザスシティー連邦準備銀行、
　　　 経済シンポジウム(ジャクソンホー
　　　 ル会議)開催(～23日)
・22日 7月消費者物価
・25日 7月全国百貨店売上高
　　　 米7月新築住宅販売件数
・26日 7月企業向けサービス価格指数
・29日 7月失業率・有効求人倍率、8月東京
　　　 都区部消費者物価指数
　　　 7月鉱工業生産、7月商業動態統計
　　　 8月消費動向調査
　　　 米7月個人所得・個人支出・デフレ
　　　 ータ
・31日 中国8月製造業ＰＭＩ、中国8月非製
　　　 造業ＰＭＩ、中国8月コンポジット
　　　 ＰＭＩ

編 

集 

後 

記

　

盆
の
お
参
り
の
た
め
の
墓
掃

除
に
と
り
わ
け
手
を
焼
い
た
。

猛
暑
で
朝
方
ぐ
ら
い
し
か
作
業

が
で
き
な
い
う
え
、
手
で
は
引

っ
こ
抜
け
な
い
太
く
て
根
の
張

っ
た
雑
草
が
生
え
て
い
る
。
隣

の
墓
地
が
数
年
来
手
入
れ
さ
れ

て
お
ら
ず
、
背
丈
ぐ
ら
い
に
な

っ
た
雑
草
が
茂
っ
て
お
り
、
こ

ち
ら
に
も
根
が
広
が
っ
て
き
た

よ
う
だ
。
仕
方
が
な
い
の
で
ス

コ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
き
数
日
か

け
て
根
を
掘
り
起
こ
し
た
。

　

放
置
墓
地
の
増
加
は
以
前
か

ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
理
由

は
様
々
だ
が
高
齢
や
墓
地
が
遠

く
参
拝
で
き
な
い
と
い
っ
た
、

高
齢
化
や
人
口
の
都
市
集
中
な

ど
社
会
問
題
を
映
し
て
い
る
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


